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Abstract M. A. Fenton was an Englishman and a pioneer of lepidopterological survey of Japan in 
the early Meiji era. His findings including the descriptions of many new species greatly contributed 
to the elucidation of the Japanese fauna. However, his profile from birth to death was almost un- 
known to us. Letters written by him which have been preserved by a great-grandson of his student, 
A. Tanakadate, are now open to the public and offer many important facts about Fenton. Analyzing 
these twenty-two letters, we can describe Fenton's affairs during his stay in Japan and after his re- 
turn to his homeland. The letters tell vividly his kind personality and intimate relationship to 
Tanakadate. He heartily appreciated nature, people and their kind hospitality in Japan and remem- 
bered them fondly throughout his life. 


Key words Montague Arthur Fenton, Aikitu Tanakadate, Yatoi, foreign employee, pioneer lepi- 
dopteologist, English letters. 


は じ め に 











今回 紹介 する Fenton の 手紙 は 1875 (明治 8) 年 か ら 1924 (RE 13) 年 の 間 に 書 か れ , 著者 の 一 人 ・ 松 浦 
0 818^ CH 2 BHrrpag su CK Seb OCHA. Montague Arthur Fenton は 明治 初期 の | お 雇 
い 外 国人 | で , 東京 大 学 の 前 身 校 ・ 開 成 学校 の 英語 教師 に 赴任 し (岡野 , 2001), 生徒 の 中 か ら 幾 多 の 
Be iS Uz. 同時 に 彼 は 開国 初期 の 日 本 国内 を 巡り 歩き , 多数 の 昆虫 を 採集 し た . これ ら は 自ら 
また は 専門 学者 の 手 を 通じ て 記載 され , 日 本 昆虫 相 和 解明 に 大 き な 頁 献 を し た GLI, 1955). LOL, 
Fenton 自身 に つい て は 自然 科学 的 な 業績 以外 , 生 没 年 を 含め 殆ど 何 も 知 られ て いな か っ た . 


Fenton の 東北 地方 へ の 旅 の 行程 は . これ まで 同行 し た 石川 (1936) の 回 顧 録 に よっ て 構築 きれ て きた . 
最近 の Fenton 研究 の 推進 に 役立っ た の は 岩手 県 二戸 市 シビ ッ ク セ ンタ ー 所 蔵 の 資料 で ある . 松浦 が 
愛 橋 の 故郷 ・ 二 戸 市 に 田中 舘 愛 橘 関係 資料 群 を 寄贈 し , 1999 年 田中 舘 愛 橋 記 念 科 学 館 が 設立 され た . 


田中 舘 は 石川 と と も に Fenton の 昆虫 採集 に 同行 し 正確 な 日 記 を 残し て いた . CO BIB RE BL BOO S BR 
が 松田 (1999), 松田 (2000), 中 村 (2002) に よる Fenton の 日 本 国内 採集 旅行 の 解明 に つなが っ た . 2003 
年 夏 , 栃木 県 の ミュ ー ジ アム 氏家 で 企画 展 | シル ビア シジミ 【「 発 見 物語 』 フェ ント ン 先 生 と 栃木 の 
HE | が 開催 され た が , これ は , これ ら の 発見 を 軸 に TFenton を 巡る 人 文 ・ 自 然 の 事物 を 再現 する こと に 
務め た も の だ っ た (ミュ ー ジ アム 氏家 , 2003). 
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松浦 は 二戸 市 に 寄贈 し た 資料 と は 別に , EARE Om e LTS f PRI UZz-4E0 Fenton 
の 手紙 を 所 持 し て いた . 企画 展 の こと を 知っ て 期間 中 ミュ ー ジ アム 氏家 に 赴き , 同 展 の 企画 担当 の 小 
Tp と, 中村 に 見 せ た . 思い も か け な い 貴重 な Fenton 自筆 の 手紙 の 存在 を 知っ て 二 人 は 大 い に 驚 き , か 
つ そ の 内 容 の 重要 さ に 興奮 し た (Matuura, 2004). 小竹 は 松浦 と 共に 急 逮 その 一 部 を 企画 展開 催 中 に 
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追加 資料 と し て 公表 し た . か ね て 田中 和 舘 の 日 記 を 通じ て Fenton の 足跡 な ど を 追究 し て いた 松田 が 中 
村 の 紹介 に より 加わ っ て 共同 で 手紙 内 容 の 解析 に 当る こと に な っ た . 今回 は 手紙 の 概略 を 紹介 し , € 
の 内 容 を 基 と し て 展開 し た 別 報 (松田 ・ 中 村 , 2005) と と も に 公表 し て , 従来 未知 で あっ た Fenton に 
つい て の 人 間 像 な ど を 紹介 する .[ 中 村 ・ 小 竹 ] 










































































1. 22 通 の 手紙 の 概 容 








保存 きれ た 手紙 は 合計 22 通 . ま た その 内 14 通 に つい て は 別に 封筒 も 保管 きれ ん て いた . その 一 覧 を 表 
1 に 示す . 在 日 中 に 書か れ た 13 通 並び に 離 日 後 送 られ た 9 通 か ら な り , 全て 便箋 に 肉筆 で 書か れ た も 
の で ある . ここ で は その 全体 に つい て 概 容 を 記録 し, 必要 な 補足 を 行なう . 帰国 後 書 か れ た 3 通 は 本 
文中 に 年 度 が 示さ ん れ てい ない が , 封筒 の 消印 (Nos 15, 16) 及び 内 容 (No. 18) を 手がかり に 年 度 を 推測 
し 年 度 順に 掲載 し た . 手紙 原文 全て と Fenton の 人 格 が よく 伝え られ た 手紙 や 昆虫 に 関係 深い 手紙 14 
通 に つい て は その 番 訳 と , 部 分 的 な 筆跡 写真 も 記録 し た . 























































































































手紙 に 書か れ た 筆記 体 の 文字 は 日 本 人 に も 読み や すく , 100 年 以上 前 の 英国 の 教育 機関 を あら わす 語 
句 や 古い 英語 の 言い 回 し も 散見 され る も の の , 総じて 平易 な 英語 表現 が 用 いら れ て いる た め , 理解 は 
さほど 困難 で は な い . その 字体 と 表現 か ら は 読み 手 を 老 慮 し た 心配 り と 言う 形 で Fenton の ほのぼの 
と し た 人 間 味 が 感じ られ る . この 状況 は 約 30 年 に 及ぶ 発信 の 全 期 間 を 通じ て 変わ ら な い . 


































































































Fenton の 手紙 に 書か れ た 内 容 は 広い 範囲 に 及 ん で 豊か で あり , 様々 な 話題 が 取り 上 げ ら れ て いる こ 
と が 大 き な 特 徴 と 言え を る. これ は 田中 笛 に 宛て た 他 の 外国 人 T.C. Mendenhall, J. A. Ewing な どの 手紙 
の 内 容 が 事務 的 な 連絡 や 専門 分 野 で の 事柄 に 比較 的 限ら れん て いる こと と 際 だ っ た 違い で ある . 
Fenton の 手紙 に も 事務 連絡 の 非常 に 短い も ゃ の か ら 極 め て 長い も の まで ある が , その 多彩 な 内 容 か ら 
Fenton の 人 柄 , 田中 笛 と の 関係 な ど を 推測 する こと が 出来 る .[ 松 浦 ・ 中 村 ] 








































































































2. 二 人 の 人 間 的 結び つき 











Fenton と 田中 舘 の 関係 は 元々 | 英語 の 教師 ・ 受 講 生 |] と いう 師弟 関係 で 始ま っ た が , TOLLE 
か に 超え て 深い 人 間 同 士 の 結び 付き に 発展 し た . これ は Fenton が 魅力 的 な 人 柄 で あっ た こと を 推測 
させ , 同時 に 田中 舘 が それ を 受け 止め る 感受 性 を 備え を て いた こと が 大 切な 事 で あっ た . 二 人 の 比較 的 
小さ な 年 齢 差 (6 歳 ), 出会っ た 絶対 年 齢 も また 重要 な 要素 で あっ た と 思わ れる . この 項 で は 手紙 か ら 
特に 感じ 取る こと の 出来 る 二 人 の 関係 と Fenton の 人 間 性 の 特徴 を 取り 上 ば げ る. この こと は Fenton の 
人 柄 を 推測 する 上 で 重要 な 手がかり を 与え て くれ る . 


第 一 に 田中 舘 が 如何 に Fenton Z Ak L, Fenton も 教え 子 の 田中 舘 を 見 込ん で 大 切 に し て いた か , EW 
う 二 人 の 間柄 で ある . 舘 に と っ て Fenton は 特別 な 人 で あり , この こと は 手紙 の 保存 状況 (後述 8 
項 ) に も よく 示さ きれ て いる . 手紙 の 中 で Fenton は 田中 舘 に 会 いた い 事 を 頻繁 に 述べ , 会 えさ な か っ た 時 
は それ を 大 変 残念 が っ て いる . 残さ れ た 田中 和 舘 の 日 記 に は 在 日 中 の Fenton の 所 へ よく 足 を 運ん で い 
る こと も 記さ れ て いる . Fenton が 英国 に 帰っ て か ら も この 気持 ち は 変 わる こと な く , 田中 舘 が 
Glasgow へ 留学 し た 時 に も 再会 の 連絡 を 取り 合っ て いる . 外国 で の 再会 を 果たし た 時 の 二 人 の 喜び 
が 如何 に 大 きか っ た か は 想像 に 余り が ある . 自分 の 青年 期 の 人 間 的 成長 に 大 き な 影 響 を 与 を た で あ 
ろう 師 第 愛 に 田中 侍 が 深く 感謝 し て いた こと は 間違い な い . 


第 二 に Fenton の 日 本 に 対す る 愛着 の 気持 ち で ある . Fenton が 日 本 に 滞在 し て いる 間 に 知 り 合 っ た 多 
く の 日 本 人 や 数 々 の 楽し い 想い 出 を な ど が Eenton を 大 の 日 本 好き に し た と 思わ れる . この 日 本 へ の 愛 
着 の 感情 が 田中 舘 へ の 手紙 の 様々 な 所 に に じみ 出 て いる . 田中 舘 も Fenton が 日 本 を 気に入っ て くれ 
た こと は 嬉し く 思 っ た で あろ う . 「 お 雇い 」 を 職業 と し 英語 教育 の た め 訪 れ た 日 本 で あっ た が , その 
自然 や 文化 , 人 間 き えも 国境 を 超え て Fenton の 感性 に よく 合致 し た も の で あっ た の で あろ う . 


た っ た 一 度 , 帰国 10 年 後 の Fenton が 手紙 19 (1890 年 ) に 再び 日 本 で 教鞭 を 取る 希望 を 表明 し て いる . 
し か し , 日 本 の 事情 も Fenton が 初め て 来 日 し た 時 期 (1874 年 ) と は 大 きく 変わ っ て お り , 希望 を 叶え 
る こと は 難し か っ た で あろ う . 田中 舘 や 石川 は 日 本 で 大 き な 有 影響 力 を 行使 で きる 立場 に 近かっ た し , 
その 為 の 努 力 を 尽く し た か も 知れ な い が , Fenton の 願い が 実現 する こと は な か っ た . 残さ れ た 手紙 に 
見 る 限り Fenton も 繰り 返し て その 希望 を 述べ る こと は し て いな い . 「 外 国人 雇い 入れ 規則 | の 廃止 
は 1899 年 の こと で あっ た . 
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第 三 は 田中 倍 の 故郷 ・ 
大 き な 意 味 を 持っ た こと は 間違い な い . た だ 単に 
寄っ た , と 言う の と は 全く 違う 


て の 歓待 





た い 和 想い 出 
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Fenton は 大 い 
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E 県 福岡 の こと で ある . Fenton の 福岡 訪 
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な っ た らし い . 後 4 
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に 宛て た 手紙 147 





fii Fenton, H 





日 中 千 の 両方 に と っ て 























東北 地方 を 巡る 昆虫 採集 の 最終 目的 地 と し て 立ち 
契機 は そう で あっ た と し て も, 福岡 で の 
i, 決し て 形式 的 な も の で は な く 心 を 込め た も の で あっ た . これ は 風習 
滞在 する Fenton を どん な に か 喜ば せ た で あろ う . そこ で 昆虫 の た め の sugaring (精密 採集 
H に な っ た と Fenton は 手紙 (No. 15, 22) THÈ 
親族 の こと を 伝え , 手紙 に も 書く よう に 
送っ て お り , これ に 








HA rp SERIO TRE TASS 
ぁゃ 違う 極東 の 異国 
) が 忘れ が 
< 田中 舘 は 
の こと まで Fenton に 書き 
8 
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返し 述べ て いる . この 訪問 を 契機 
E 父 の 切腹 自殺 
し て いる (No. 16). いろ いろ な 意味 で 福岡 





















































間 が 二 人 の 絆 を 一 層 強 くし, Fenton の 日 本 理解 を 一 段 と 深め た と 見 て いい . 

その 他 , Fenton は 手紙 で 日 本 の 鉄道 の 発達 や 地震 に 耐え る 建築 の めこ と な ども 話題 に し て いる . 自分 の 
国 に 帰っ て か ら は 自分 の 住ん で いる 部 屋 や 旅行 の こと , 天候 な ど さ ま ざま な こと に つい て 書い て い 
る . 多く の 局面 で 二 人 が 情報 を 交換 し , TN ELA CAAA に 達し て いた こと を 物語 っ て い 
る . 対応 す る 田中 舘 の 手紙 を 見 る こと が で きれ ば , それ は も っ と 明瞭 に な る で あろ う .[ 松 浦 ・ 中 村 ] 
3. 呼称 

Fenton と 田中 人 向 の 間柄 を 別 の 面 か ら 考 察 で きる の が 呼び か け の 言葉 で ある . 

殆ど 全て の 手紙 で Fenton は 文頭 で Tanakatate BV» Tate と 呼び か け て いる . 本 来 は Tanakadate と 書 
くべ きも の で ある . 当初 は 兎 も 角 , 一 貫 し て 誤っ た と は 考え に くい か ら 湯 らく 愛称 と し て 用 いた と 考 


RON, 教え 子 へ の 気持 ち が 表 れ て いる . 明 









































の 例外 が 


最後 の 手紙 No. 22 で , 324 





F 振 り の 所 為 か ここ 























で は Tanakadate と 記し て いる . 田中 和合 自身 , 周辺 か ら 愛 称 と し て | だ て さん 」 Roll [TEA] と 
if まれ て いた か ら Fenton に bc れ が 反映 し て いた の で あろ う . PE BOBRBBEALLCU— 
E LT Tanakadate を 用 いて いる . 


初期 の 手紙 (Nos 1, 2) の 本 文 の 冒 
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Master と いう 呼称 を 付 し て いる . これ は Mr 


と 呼ぶ お に は 若 す ぎる 少年 ・ DN ON RN epee Ru] 


の 表書き に は , Master の 呼称 が 1876 年 頃 


する . 





Arthur & = 
全体 と し て , 


Fenton 24 Eg A 2 fr 
手紙 の 書き 方 に よ 





ご く 親 し い 師 弟 関係 で ある が , 一 定 の 節度 を 守っ た Fenton の 紳士 的 態 
の 中 で も 紳士 的 な 人 物 で あっ た こと は 石川 (1936) に 
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4. 手紙 の 中 の 昆虫 に 関す る 記述 


手紙 No. 2 を 読む と 


が わか る . H 
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= fE 1989, 人 力 車 で 八王子 【 
ゲ を 発見 し た と 推定 され る の で (松田 


手紙 Nos 4,5 は , 東京 か ら 高崎 経 庄 
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っ て も それ が 裏付け られ る .[! 


富士 山 へ 向け て 旅立つ 昆虫 採 4 

F 舘 の 当時 の 日 記 で は , この と き の 出 発 の 状況 を 簡略 に 
これ だ け で は 八王子 まで の 

iuc さえ 4 時 間 程 度 の 行程 で あっ た た め (東京 都 公 文 


doped at Hachiozi] と 記述 し て いる 


が , この Fenton の 手紙 で 明確 に な っ た . 当時 , E 
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合わ せ 場 所 の 確 
と 記述 きれ る . この 起点 は 田 
用 し て いる こと も 日 
描か れ て いる も の が ある . この 6 
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こ は Montague Arthur の 全 
は 急用 いて いな い , 略記 A を 付け る の は No.16 1884 42 











村 ] 











が 暮れ た こ と で あろ る ろう. 


zu rm 





HC, 尾瀬 


ped ERI RUE 
HEDO H 
a 当時 の 錦絵 に 





| Mansai B 


錦絵 の 万代 橋 ] は , 文献 (東京 者 KALEM. 1989) | 
情 の 説明 を 読む 限り , 東京 秋葉 原 の 現 在 の | 万 世 橋 ] と 同じ も の で あり , そこ が 中 仙道 方 


Fuse 





HH — ik 





F 舘 の 開成 学校 在学 時 と は 








手紙 の 結び の 言葉 は (手紙 自体 が ご く 短 い No. 2 で の 省略 を 除い て ) cnb AEZH, 帰国 後 は 
一 段 と 丁寧 な 表現 を ee Sayonara *? Shikeye CRO も ある . 親しい 仲 
失う こと は な か っ た . 











義 を 
で 


に な っ て も 一 定 の 礼儀 
部 又は 略記 を 用 いて いる が 在 日 中 の 手 # 
E) 以降 で ある . 


ERRDHA. 
よっ て 伝え られ て いる が , 




















[ADH] に 乗る こと で 始ま っ た こと 


| 19. Mon. Fine. started from 


交通 手段 が わか ら な か っ た 


行 が , 



































この 旅行 中 に 中 部 地方 の と ヒメ ヒ カ 


ロビ 上 重要 な 新知 見 で ある . 
, 新潟 方 面 (信濃 川 を 遡行 ) へ 採集 旅行 に 出 か 
E7 月 23 日 午前 5 時 の 出発 点 【 ees 





























日 午前 
ashi grs と か の | と あり , 高崎 まで 馬 
[ACHE | と し て アー チ 風 の 橋 が 
< 記さ れ た 当時 の 
の 



































NIT= 





Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 





148 松浦 明 ・ 松 








m 














2・ 中 村 和 夫 ・ 小 竹 就 則 





N 
4 


起点 と な っ て いた . 


手紙 No. 14 は , Fenton が 英国 Doncaster に 帰国 後に 書い た も の で ある が , | 田中 舘 の 言う 旅 の 仕方 に 
し た が えば [JER] を 払う 必要 が な い 点 が 誠に 結構 な こと で す 」| と 述べ て いる . 


— 


手紙 No. 15 は 田中 舘 の お じ の 小 保内 定 身 (お ぼ な い さだ み : 1834-1883) が 亡くな っ た こと の 知ら せ 
を 受け て それ を 悲し む 内 容 が 記さ れ , その あと で , 岩手 県 福岡 で の 深夜 の 精密 採集 の 思い 出 が ロマ ン 
チッ ク に 綴 ら れ て いる (和訳 参照 ) この | お じ 」 の 名 前 は 奥 昭 夫 氏 の ご 教示 に よる 


手紙 No. 21 は , 英国 England の 西端 の Cornwall H Lands End と いう 海辺 の 観光 地 で 出さ れ た . Fenton 
が 旅行 に 出かけ , その 旅先 で 書い た も の で ある . この 手紙 の 中 で , 日 本 の 自然 を な つか し むち 次 の よう 
なら 詩 的 な ロマ ンチ スト ・Fenton の 面目 躍如 た る も の が ある . |.… セ ミ Mg 

こ ホ タル が また たく の も ぜひ 見 た い . 理 の 羽音 を 聞く こと も , それ か ら ド クダ ミ の 匂い を か ぐ こ 
prod な ら な いで し ょ う .|] 


この 合計 22 通 の 手紙 の 中 に は , 昆虫 の 学名 や 和 名 は 一 度 も 登場 し て こない . 僅か に 田中 舘 の 日 記 か 
ら , 彼ら の 間 で は 採集 対象 の ee (PVP oF a Y % japonica) 呼ん で いた こと が 判っ て い 
72. 当時 の 日 本 で は まだ 蝶 に 標準 的 な 和 名 は 付き され て な く , 名 称 は 学名 に 依る し か 無かっ た 事情 も あ 
る が , LA AUAB TROU こつ いて 話す 場合 , TZA] と いう 世界 の 共通 語 に 頼ら ざる を 得 
な か っ た . こ の 事情 は 現在 で も あま り 変 わっ て いな い . [松田 ] 















































































































































































































































S. 手紙 の 発信 地 の 地 名 





フェ ント ン が 愛 橋 に 送っ た 手紙 の 冒頭 に は 発信 地 が 書 
て 場所 の 地理 的 な 検討 を する (Fig. 2, Table 1). 


発信 住所 を 年 号 順 に な ら べ る と 次 表 の よう に な る (番地 は 省略 : 括弧 内 は 対応 する 現在 地名 ). 
1875 1) 土手 三 番 町 (千代 田 区 二 番 町 ) 
187646 (2) KAER ( 潜 区 赤坂 1 JH) 

(3) た か が わ と う せ ん じ ( 港 区 高輪 東 禅 寺 ) 

(4) 西 小川 町 1」 目 (千代田 区 西 神田 2-3 」 H) 
1877 年 (5) 天神 山 ( 揚 島 天神 また は 上 野 摺 鉢山 ) 
1879% (6) 袋町 駿河 台 ( 和 代田 区 神田 駿河 台 1-2 丁目 ) 


(1), (4), (6) は 容易 に 現在 の 地名 を 特定 で きた . 他 の 3 つ に つい て 調べ た 範囲 で は 次 の よう に 考え られ 
る . (2) は Web サ イト 資料 に より OBJBERSEND 現 ホ テル オー クラ 付近 を 指す と 推定 し た . OQ) は 読み 
が 多少 異な る が 高輪 (た か な わ ) 東 禅 寺 を 示し て いる と 推定 し た . Fenton の 勤務 先 (神田 一 橋 ) か ら の 
距離 が 遠い と いう 問題 員 が ある が , 交通 の 便 は 悪く は な い . 仮に Fenton の 住居 が よ り s > 近い と ころ 

に あっ た と し て も , 高輪 東 禅 寺 は 品川 駅 に 近い た め , 当時 , 開港 し て いな た 横浜 に 品川 か ら 流 車 で 出 か 
xe HLS り , そこ で 手紙 を 投 画 し た こと は 十分 考え られ る (当時 の 東 祥 寺 は 現在 位 軒 
より 南方 に 広く , 品川 駅 近く まで 敷地 が あっ た ). 


日 本 が 横浜 を 開港 (1860= 安 政 5 年 ) する と , 英国 公使 館 が 高輪 東福寺 に 置か れ た . 寺院 は 敷地 が 広く , 

部 屋 数 も 多く , 周り は 堀 で 囲ま れ て 警備 が し や すい た め . し ば し ば 要 人 の 宿泊 所 に な っ て いた だ た. も と 
も と 東 禅 寺 は 英国 人 と の 関係 が 深い た め , 幕末 に 各 公 使 館 が 御殿 山 に 移っ た 後 も , 英国 人 の 宿泊 所 と 
し て 利用 きれ る 機会 は 十分 に あっ た と 思わ れる . Fenton が [た か な わた か が わた か むら 」 EE 
み の 異 な る 三 通り DACH た この 地名 は 問題 が 多い が , 現 段 階 で は 上 記 の よう に 考え る . 


(5) の 天神 帆 と いう 地名 は 当時 の 地図 な ど に な く 決め 手 が な い . 一 つ は | 湯島 天神 ]」 を 指し て いる 可 
能 性 が 考え られ る . 湯島 天神 の 方 の 話 に よれ ば , この 付近 を 地図 上 で 公式 に 天神 山 と 呼ん だ 記録 は な 
oe 当時 湯島 天神 は 木々 に 閉 ま れ た 「 山 」 の 様相 を 星 し て いた か ら , 土地 の 人 々 が 天神 山 と 呼ん だ 
こと は 考え られ る と 言う . 実際 に この 付近 は 切通 坂 な どの 急 な 坂 が 多く , 神社 $ 石段 上 の 台地 状 の と 
ころ に 建て られ て いる . 当時 は , 低い 丘 の よう な 地形 も 「- 山 ] と 呼ん だ 事実 も 考慮 に 入れ て いい だ 
ろう . 湯島 天神 自体 に 宿泊 機能 が あっ た か は 未 解決 で ある . 奥 昭 夫 氏 (私 信 ) は , この 時 期 の 田中 進 日 
記 に | 上野 の F 氏 (Fenton 氏 )| と あり , 「 上 野 の 摺 鉢山 が 旧 天 神山 と 呼ば れ て いた た め , その 付近 に 
仮住まい し て いた の で は な いか | と の 意見 で ある . 上野 公園 内 に 現在 整備 きれ て いる 5 世紀末 築造 





か れ て いる . その うち 日 本 国内 の も の に つい 
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Table 1. 田中 舘 愛 橋 あて Fenton 手紙 22 通 (所 蔵 : 松浦 
Aikitu by M. A. Fenton. Coll. Akira Matuura.) 


HA) の 要約 . (Resume of 22 letters to Tanakadate 



















































































手紙 日 付 曜日 発信 地 (points of dispatch) 行 数 (paragraph lines) 

1 1875. 7.14. Wed. 東京 土手 三 番 町 8 番地 Fig. 2: @) 18 

2 1875. 7.17. Sat. 三 番 町 8 番地 Fig. 2: €) 7 

3 1876. 7.11. Tue. 記載 な し (Fig. 2: 9) 9 

4 1876. 7.20. Thu. 東京 大 和 屋 敷 2 番 地 (Fig. 2: 9) 10 

5 1876. 7.21. Fri. 東京 大 和 屋 敷 2 (Fig. 2: ®) 15 

6 1876.10.17. Tue. 高輪 東 禅 寺 (Tosenii, Takagawa) (Fig. 2: 9) 9 

7 1876.12.28. Thu. 西 小 川町 1 丁目 8 番地 (Fig. 2: 6» 4 

8 1877.11.12. Mon. 天神 山 Fig. 2: 0 ?) 10 

9 1877.11.14. Wed. 天神 山 (Fig. 2: @ ?) 3 
10 1879. 1.26. Sun. 駿河 台 袋 町 16 (Fig. 2: 90 11+PS3 
11 1879. 2. 4. Tue 駿河 台 袋 町 16 (Fig. 2: @) 23 
12 1879. 2.24. Mon. Reval SSH 16 (Fig. 2: @) 18 
13 1879.12. 2. Tue. 駿河 台 袋 町 16 (Fig. 2: @) 2 
14 1881. 5. 1. Sun. Doncaster, England 4745 
15 1883.11.26. Mon. 12 Sussex Street, Cambridge 69 十 5 
16 1884. 3.16. Sun. S. John's College, Cambridge 50 
17 1888. 3.18. Sun. 122 Sinclair Rd. West Kensington Park, London W 36 
18 1890.4. 11 (14)" Fri. (Mon.)" 20 Milton Rd., Cambridge 11 
19 1890. 6. 1. Sun. Thompson's Lane, Cambridge 55 + 4? 
20 1891. 3.15. Sun. 122 Sinclair Rd. W. Kensington Park, London W 65° 
21 18902. 4. 3. Sun. Sennen Cove Lands End, Cornwall 84 
22 1924. 2. 2. Sat 14 Boyd Street, Victoria, B.C. Canada 106 





5 手紙 に は Mon. Apl. [ママ ] 11th & と ある が , 田中 舘 が ケン ブリ ッ ジ に いた 可能 性 の 高い 1889, 1890 両 
年 の 4 月 で は , この 日 は 月 曜 に 当たら な い . 1888 年 以後 で は DAT 11 日 が 暦 上 で 月 曜 に 当たる 
が , ミル トン ロー ド か ら は 1891 年 に 引っ 越し て お り , PP o ae Se ん で いな か っ ae 
られ る . 日 付 を 記す 時 に “Mon” (月 曜 ) は 書き まち が いし に く n [1590554 14 日 の 月 曜 | 【 
手紙 を 書い た 時 , 14 を 11 と 書き 違え た の で ! Pen られ る . (Probably this letter was written on 
Monday, April 14th, 1890, since “Apr. 11th” could be mistaken for “Apr. 14th", while “Monday” is compara- 
tively difficult to mistake in a letter. Fenton changed his address from Milton road in 1891 to another place.) 
24 行 は 日 本 語 . 

2 行 外 べ へ の は み 出 し あり . 





































































































の 摺 鉢山 古墳 の 別名 を 「 天 神山 | と 呼ぶ が , 当時 外国 人 が この 付近 の どこ に 居住 可能 だ っ た か な ど , 
詳細 は 不明 で ある . 帰国 後 の 英 国 で の 発信 場所 は Fig. 4 に 示し た . [小竹 ・ 松 浦 ・ 中 村 ・ 松 田 ] 





6. 採集 旅行 へ の 誘い と 受諾 , 当時 の 交通 事情 











1875 年 の 国内 旅行 ! 
よう に 推察 で きる . 


手紙 1 (Fig. 3) か ら , 直前 の 試験 で 田中 舘 の 成績 が 良かっ た こと が 一 つの 理由 と 考え られ る . 授業 ・ 試 
験 を 通 じ て Fenton (LAO A 資質 を 見 抜き , 数 ある 教え 子 の 中 か ら 長 い 旅 を 共に する に 足る 好漢 と 

選ん だ の で あろ う . CHE CORBIS CH POMBE GCI 「 トンボ 先生 | と 呼ば れ た 自然 愛好 者 
で あっ た こと が 示 き れ て いれ ば FEenton の 選択 に 大 い に + の 影響 を 与え を て いた で あろ う . 


一 方 田中 館 は 元 来 旅行 好き で あっ た こと が 誘い に 応じ た 理由 で あっ た と 推測 さき れる. 大 学 入学 後 も 
田中 舘 は 日 本 全国 の 重力 や 地磁気 を 測定 する 旅 に 出 て いる . a ae MA 行っ た 
こと も よく 知ら れ て いる . また 田中 舘 に は Fenton と の 旅 で 自分 の 語学 力 を 高め た いと いう 期待 も 


こ 際 し て Fenton O° CP AE eo, 田中 舘 が どう し て それ に 応じ た か は 以下 の 
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Fig.1. フェ ント ン と 田中 舘 愛 橘 . (M. A. Fenton and A. Tanakadate.) Coll. Ninohe City Civic 
Center (二戸 市 シレ ビック セン ター), donated by Akira Matuura. 

Fig. 2. フェ ント ン の 手紙 1-13 の 発信 推定 地 (黒丸 印 A-G) と 関連 地名 ( 白 丸 地 名 ) お よび 
1875, 1876, 1877 年 夏 の 採集 旅行 の 起点 (ALAM). ED: 東京 都 公 文書 館 ( 編 ) (1989). 
(Fenton's address in Tokyo. @: letters Nos 1-13, ©: related places, 4: start points for his 
travel routes in 1875, 1876 and 1877). 


あっ た で あろ う .Fenton 55 Qu D Lc qid 事実 . この 旅行 は この 点 で 成功 し 
た と 田中 舘 は 書い て いる . 同行 に 際 し て 田中 舘 が 日 記 を 英語 で 書い た 支 力 (中 村 , 2002) も その 現れ と 
見 られ る . 同時 に それ まで の 接触 で 田中 舘 が Fenton の 人 間 的 な 魅力 に 惹か れ て いた 可能 性 も 高い . 
1877 年 の 東北 旅行 で は 自分 の 郷里 ・ 福 岡 を Fenton に 紹介 し た いと も 思っ て いた に 違い な い . [松浦 ] 





7.Fenton の 日 本 語 能力 





m し た 「 お 雇い 外国 人 ] た ちの 日 本 理解 , 日 本 語 能 力 に は 大 き な 個 人 差 が あっ た と 思わ れる . 自国 

語 を 駆使 し て 専門 分 野 の 教育 DR CBOASC eo 困難 な 日 本 語 の 修得 に 改め て 参 力 する 必 
要 は な か っ た . 一 方 , 日 本 や その 文化 , 歴史 に 関心 を 持っ た 一 部 の 人 達 は 積極 的 に 日 本 語 や 文字 を 学 
習 し た と 思わ れる . 


2 項 で 考察 し た よう に Fenton が 田中 舘 な ど と の 諸般 の 交流 や 事物 と の 接触 を 通し て , 日 本 の よい 理 
解 者 と 成っ た で あろ うこ と は 想像 に 難く な い . し か し 以下 に 手紙 を 分 析 し た 範囲 で は , 彼 の 日 本 語 能 
力 に は 限界 が あっ た と 考え ざる を 得 な い . 


手紙 に 書か れ た 日 本 語 の 多く は ロー マ 字 で ある こと か ら , Fenton は 漢字 仮名 混じり の 日 本 語 を 自ら 
は 書け な か っ た と 考え られ る . 当時 日 本 語 は まだ 成熟 の 段階 に 達し て お ら ず , | 標準 語 | が な く 言 文 
一 致 も 実現 し て いな い 上 , ルビ を 振っ た 漢字 も 今 よ 0 し い 宇 体 を 使っ て いた . 従っ て Fenton が た と 
え 易 し い 日 本 語 で あっ て も 漢字 カナ まじ り で 書く こと は 難し か っ た で あろ う . 


Fenton は 耳 で 聴き 取っ た 日 本 語 を へ ボン 式 ロ ー マ 字 で 書き 表し た の で あろ う . 彼 に と っ て 人 外国 語 で 
ある 日 本 語 を 正確 に 聴き 取る こと 自体 が 困難 で , 以下 の ひよ うに いく つか の 「 間 違い 例 」 を 指摘 で きる . 
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HH) の 要約 (Resume of 14 envelopes of letters 


to Tanakadate Aikitu by M. A. Fenton. Coll. Akira Matuura.) 















































手紙 封筒 に 記さ れ た 英文 (宛名 と 宛先 ) 消印 (place, year in the Meiji era/month/day) 
1 Master Tanakatate, Tokei 東京 英語 学校 , RAK Sh, 


P 
10 
11 


12 
13 
14 
15 
16 


22 


I, Tanakatate Esqr. 

Karashimorichio, Ni Banchi, Tokei 
Master Tanakatate, 

15 Nishi-Kuro-mon-cho, Uweno, Tokei 
Master Tanakatate, 

15 Uweno-nishi-Kuro-mon-cho 
Master Tanakatate, 

15 Uweno-nishi-Kuro-mon cho, Tokio 
Master Tanakatate, Kaiseigakko, Tokei 
Mr Tanakatate, Tokio Daigaku 

Mr Tanakatate, Tokio Daigaku, 
Hitotsu Bashi Dori 

Mr Tanakatate, Tokio Daigaku, Tokio 
Mr Tanakatate, Daigaku 

Mr Tanakatate, Daigaku 

H. Tanakatate Esqre. 
Tókió-no-Daigaku, Tókió, Yokohama 
A. Tanakatate Esqre. 

Physical Laboratory, Daigaku Tokio 
Professor Tanakadate Aikitsu, 
Academy of Sciences, Tokio 























町 弐番 地 
東京 八 年 ・ 七 ・ 一 七 (Tokyo, 8/VII/T7) 

















Et JLfE E- —— (Tokyo, 9/VII/11) 


























京 九 年 ・ 七 


・ 二 十 (Tokyo, 9/VIU20) 


76.7 (No stamp) 
































(No stamp) 
東京 十 二 年 ・ 一 ・ 二 大 (Tokyo, 12/1/26) 
東京 十 二 年 ・ 二 ・ 四 (Tokyo, 127I4) 
Fa 年 ・ Ut] (Tokyo, 12/11/24) 
東京 十 二 年 ・ 一 二 ・ 二 (Tokyo, 12/XIU2) 
(No stamp) 
CAMBRIDGE, E, NO26, 83, YOKOHAMA 17 JAN 1884 
東京 一 七 ・ 一 ・ 一 八 (Tokyo, 17/1/18) 


CAMBRIDGE, C, MR17, 84, YOKOHAMA 28 APR 1884 
東京 一 七 ・ 四 ・ 二 人 (Tokyo, 17/IV/28) 
VICTORIA 23, FE 1.24 B.C. 





5 消印 は な € , FRENO A (No stamp and school stamp only). 
? 手紙 $ ま た は 6 の 可能 性 あり . 





地名 表記 Takagawa は 臣 ら く 高 輪 (た か な わ ) の 発音 を 「 聴 き 人 違え た | と 考え られ , 漢字 表記 か ら 





























マ 字 綴り に 直し た と も の と は 老 え られ な い . 
手紙 No. 14 に yoboji と いう 地名 と お ぼ し き 表 現 が ある . これ は 福岡 に 隣接 する 浄法寺 を 指す も の と 


推定 で きる . 土地 の 人 の 託 り ある 発音 を 聴い て ロー マ 字 書き し た も の だ ろう . Fenton E! 


























が 「 ド クダ 





S] を 仮名 書き し た 例 (No. 22) Fig. 6) は (田中 傍 の 漢字 交じり の 文 を 書き 写し た No. 19 の 記述 (Fig. 


5) を 別 と し て ) 唯一 の 例外 で , たどたどしい 筆致 だ が 





し か し 手紙 に ロー マ 字 書き の | 単語 


表記 


CBI LHR CHA. 


は 出 て き て も , 











自分 が 耳 で 聴き 記憶 する 日 本 語 を 直接 [日 本 字 」 








吾 葉 を 連ね た | 文章 ] は な い . ロー マ 宇 文 の 


| わかち書き 方 法 」 を 知ら な か っ た た めか , 文章 を 綴 れ る ほど の 語 薬 や 文法 の 知識 が な か っ た も の と 
思わ れる . 従っ て 日 本 人 と の 会 話 に お いて も Fenton が 片言 な が ら | ARRE] を 操っ て 文 を 構成 し 応 


答 し た 可能 性 は 低い と 推 祭 きれる. 約 6 年 と いう 長い 日 本 滞在 期 














で 日 





Taihen = [RÆ] と い 


を 持つ も の と し て の 関心 


本 語 を 学ぶ 意欲 や 積極 性 を 持た な か っ た と 思わ れる . 
を 「 大 き な 変 化 ] と いう 日 本 語 の 語源 に 立ち 戻っ て の 理解 し た 例 (No. 
15) を 見 る E, 漢字 の 表わす 意味 を 多少 心得 て いた と 推察 で きる . これ は 言語 学 分 
表現 と 理解 で きる . [松浦 ・ 中 村 ] 


> = uen 


7 AR 











8. 手紙 の 扱い 方 











間 に も か か わら ず , Fenton は そこ ま 
































に 関わ る 専門 性 
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b 7 うー Mid Lp ntn 


E j P ÉGAL y forie 
Fig. 3. 手紙 1. 採 集 旅 行 へ の 勧誘 . (Letter No. 1. Invitation letter to an expedition.) Coll. Akira 
Matuura. 


Fig. 4. イギリス で の 手紙 14-21 の 発信 地 と 関連 地名 . (Fenton's address in England. Letters 
Nos 14-21 and related places. ※ Norwich is a city in Norfolk County, referred to in the let- 
ter No. 17.) 

Fig. 5. 日 本 文字 の 筆写 (手紙 19 の 一 部 ). (Transcription of Japanese letters (a part of letter No. 
19).) Coll. Akira Matuura. 

Fig.6. ドク ダミ の 記述 (手紙 22 の 一 部 ). (apanese letters used (a part of letter No. 22).) Coll. 
Akira Matuura. 











中 

















・ 何 人 か の 外国 人 の 手紙 が ファ イル に まとめ て 保存 きれ て いる 場合 
- Mendenhall Ewing な どの 手紙 が 人 別に 薄い 紙袋 に 比較 的 丁寧 に 保存 きれ て いる 場合 . 
・Fenton の 手紙 は 集め て 茶色 の 頑丈 な 封筒 に 納め られ , 表 に 田中 舘 の 字 で 大 きく Fenton と 筆 書き さき 
れ て いた (Matuura, 2004). 223800 4, 17 通 ま で は 各々 に 「| 田 中舘 |」 の 朱印 が 押さ きれ て いる (この 押印 
は 他 の 外国 人 の 手紙 に は な い ) (Appendix 1, 見 出し 下 囲 み 参照). 











































































































既に 2 項 1 で 述べ た よう に 還 中 和仁 が Fenton に 対し て 抱い て いた 特別 な 想い が この 保存 法 に 示さ れ て 
WS. & o è Fenton も 受け 取っ た 田中 舘 の 手紙 を 大 切 に 保管 し て いた の で は な い だ ろ うか . [松浦] 
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新た な 手紙 群 の 公開 に よっ て , これ まで 断片 的 な 情報 し か 得 ら れ て いな か っ た Fenton に つい て 多く 


の 事柄 を 知る こと が 出来 た . 来 日 前 及び 帰 

















Hi 





国 後 の 動静 な ど びに つい て は 別 報 (松田 ・ 中 村 , 2005) で 分 析 


する が , 手紙 を 基 に 在 日 中 の 挙動 , 人間像 に つい て 輪郭 を 描く こと が 出来 た . 








うと し た 者 ]」 と 

















る . Fenton は 正 に 後者 と し て 日 本 と 

















日 本 を 訪れ た 「 お 雇い 外国 人 | を 多数 の 資料 に 基づい て 調査 し た W. E. Griffis は 彼ら を 「 主 人 た ろ 
[援助 者 た ろう と し た 者 」 に タイ プ 分 けし た こと を ジョ ー ン ズ (1990) が 紹介 し て い 
日 本 人 を 愛し , その 発展 を 願っ た 人 物 と 見 る こと が 出来 る . 


Fenton が 石川 千代 松 に 宛て た 手紙 が 存在 する こと は 確か で , その 一 部 (1883. 10. 184: 署名 を 含む 最 
後 の 部 分 ) は 江崎 (1955) に 紹介 きれ て いる . そこ で は Fenton が butterHy hunter を 自称 し た と 見 られ , 

















蝶 の 採集 で の 関わ り の 深かっ た 石 / 
石川 に 関す る 資料 は 直接 参照 で き な か っ た が , CHER 
きる . も し 田中 舘 が Fenton に 送っ た 手紙 を 見 る こと が で きれ ば 理解 は さら に 深まる だ ろう .[ 


に 対し て は 彼 が 別 の 面 を 強調 し て いた こと を 想像 させ る . 今回 
E す る こと が 出来 れ ば 新た な 発見 が 期待 で 
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Appendix 1. Letters of M. A. Fenton sent to A. Tanakadate (Coll. Akira Matuura). 





Fenton/Tanakadate-A. 





Teggami [~~ ]/1875-1879/Montacue [ママ ] Fenton kara (Tokio/10 tû (12 cm.X 21 cm. 18 p/Cambridge 
kara/6 tà (11 cm. X 18 cm. 19 p. (on a brown envelope in which Fenton’s letters were preserved.) 





Sentences end as in original letters 





Letter No. 1 (Fig. 3) 


Dotte San Bancho 
Hachi Banchi 
Tokio 
July 14th 1875 
Dear Master Tanakatate, 
As I do not know your 
address, Mr Kono kindly 
promised to forward my 
letter to you. 
I want to know if you 
would like to accompany me 
on my tour into the country, 
visiting Fujisan &c, because 
if you would, your expenses 
would be paid for you, besides 
having the advantage of an 
Englishman to converse with. 
I inform you that you 
have come out first in the 
examination & will be pro 
-moted. 
Hoping for a speedy 
reply from you 
I remain 
yours sincerely 
Montague Fenton 


Letter No. 2 


San Bancho 
Hachi Banchi 
July 17th 1875 
Dear Master Tanakatate 
I shall, if all be well, 
start for Fujisan at 3.AM 
next Monday the 19th. 
Will you, please, bring your 
box or boxes in a Jinriki-sha 
before 3 o'clock, so that we 





can start precisely. 
Iam &c 
Montague Fenton 


Letter No. 3 


July 11th 1876 
Dear Tanakatate 
Will you meet me at 
No. 2. Yamato Yashiki to 
-morrow at 3 o’clock in the 





afternoon? 

I should like to hear 
about the examination at 
the Kaiseigakko, and have 


something to communicate 
to you. 
Yours truly 
Montague Fenton 


Letter No. 4 
2. Yamato Yashiki 
Tokio. 
July 20th 1876. 
Dear Tanakatate 


I have been promised 

my pass-port to-morrow, the 
218! so will you purchase 
two tickets to Takasaki to-night? 
I will send the two boxes 
down to the coach-office 
to-morrow evening and start 
at five o'clock in the morning 
on the 22nd from Megane- 
Bashi. 

T remain 

yours truly 

Montague Fenton. 


Letter No. 5 


July 21st 1876 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


154 ES 


2. Yamato Yashiki 
Tokio 

Dear Tanakatate 

Iam sorry to say 
that owing to my 
passport not being yet 
ready, I am unable 
to start tomorrow 
morning, so will you 
be at the coach-office 
at 5. A.M. on the 23rd. 

Can you come 
to-morrow morning to 
this address. 

I have told the 
men at the coach-office 
that we cannot start 
on the 22nd. 

Iam 
yours truly 


Montague Fenton 


Letter No. 6 
Tosenji 
Takagawa 
Oct 17th 1876. 
Dear Tanakatate 


Have you heard of 
any houses being to let yet 
at Oueno? 

I have sought in vain 
round about Kudan and 
Tsurugadai. 

As soon as you shall 
have heard of any, will 
you let me know? 


Yours truly 
Montague Fenton 
Letter No. 7 
Nishi Ogawa Machi 
I chome 
Hachibanchi 


Dec 28th 1876 
Dear Tanakatate 
I have received my 
passport!!! 
Come to see me tomorrow 
about 5 P.M. 
Yours 



































9j - RHAFF- PHAR -TAR 








Montague Fenton 
Letter No. 8 


Tenjinyama 
Nov 12/77 
Dear Tate 
I enclose one of these 
photographs for yourself. 
I intend to send the 
album to your Father 
on Wednesday, after you 
have kindly written the 
names of the places 
on the different photo’s. 
I shall be at home 
at 2.30 P.M. Wed. 
I remain 
Yours truly 
Montague Fenton 


Letter No. 9 


Tenjinyama 
Nov 14/77 
Dear Tate. 
As it is a holiday, will you 
come tomorrow afternoon at 
four o’clock instead? 
Yours &c 
M. Fenton 


Letter No. 10 


16. Fukuro Machi 
Sugura dai 
Jan. 26th 1879. 
Dear Tanakatate 
Would you like 
to see Mr. Shaw’s 
magic lantern? 
If so, I invite you 
to go. It is to be 
exhibited at Ginza 
San-cho-me, No 12, 
on Tuesday, the 28th 
instant at 7.30 P.M. 
Be a little earlier 
if possible. 
Yours &c 
Montague Fenton. 
P.S. [have written also 


to Mr. Ishikawa & 
Mr. Fujitani. 


Letter No. 11 


16 Fukuro Machi 
Surugadai 
Feb 4th 1879 
Dear Tate 
I was sorry to 
miss you this after 
-noon. [have 
decided not to take 
the pupil you men 
tioned to me, as 
I have no time to 
spare. Lam 
much obliged to you 
for the recommendation. 
lama little sick 
to-day, with a bad 
headache and a 
sore throat. A good 
trip in the country 
would do me good. 
Tokio does not 
agree with me. 
T suppose you are busy 
with your examination 
now. I should like to 
hear what marks you 
attain. 
Sayonara 
Montague Fenton 


Letter No. 12 


16. Fukuro Machi 
Surugadai 
Feb 24th 1879 
Dear Tate 
Next Thursday night 
Prof. Mendlehall will 
lecture on soap bubbles 
at the Christian Association 
Ginza; so if you care 
to hear the lecture again, 
will you be there at the 
same time as when you 
went to see the magic 
lantern exhibited. Please 
tell Messrs, Fujitani & Ishikawa 
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or any other friend of yours, 
that I shall be glad to see 
them there also, if they would 
like to go. 

Can you procure some 
samples of tea, with the 
prices, for me to see? 

Yours truly 

Montague Fenton 


Letter No. 13 


16. Fukuro Machi 
Surugadai 
Dec 2nd 1879 
Dear Tate 
Don't forget Thursday 
Evening at 6 o'clock. 


Yours 
M. Fenton 
Letter No. 14 
Doncaster 
England 
May 1st 1881 


My dear Tanakatate 

I was very glad to 
receive your interesting 
letter, giving me an 
account of the experi 
-ments near Fujisan 
respecting the mean 
density of the earth 
& those made in Tokio 
to determine the veloc 
-ity of sound. 

I shall look forward 
to reading it in the 
memoir being published 
by the Tokio University. 

I thought it a good 
thing for your brother Koshiro 
to be studying in Tokio. 

With whom does he 
live? 

I was very pleased 
to hear of your progress 
in your department of 
science. 

I think that style 
of travelling you 











It 


ze 
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M. A. Fenton 23 EH HERAA (C76 C e F 








mention, must be 
satisfactory as regards 
having no yadoiya bills 
to pay. 

When you write north, 
will you please remem 
ber me to your father 
uncle, grandfather, &c, & 
say that I remember 
my pleasant visits to 
their places, as vividly 
as though they only oc 
-curred yesterday. 

I should aiso like to 
be remembered to your 
relations in yoboji, who 
were so hospitable to 
me. 

How do the various 
sheepfarms fare in 
Japan? Are they suc 
-cessful? 

Excuse so short a 
letter as 1 am much 
pressed for time and 
believe me to be 
Yours Sincerely 

Montague Fenton 


Letter No. 15 
(1883. 11. 26) 


12 Sussex Street 
Cambridge 
Nov. 26th. 
My dear Tanakatate 
Many thanks for your 
letter, which shows 
that I am not forgotten. 
The proverb is ‘out of 
sight, out of mind” but 
in this case, it does 
not hold good. 
I was very sorry 
to hear of your Uncle's 
death. What did he 
die of? Who will 
look after the sheep 
now he is gone? 
When you write 
to Fukuoka, please 
kindiy remember 
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me to your parents 

& grandfather, I 

often think of the 
pleasant visits T 

had there. You 

of course remember 

the almost nightly 
business of sugaring 

in the cemetary copse, 
and getting home about 
12 to our supper of 
cakes of mochi & 

sugar or walnut kashi, 
then the next day taking 
chairs into the library 
near the Temple, to set out 
our spoils. 

How convenient it 
must be to be able 
to get home so speed 
ily. You did not say 
how you were getting 
on with your physics 
& what you intended 
to do. Is Prof. 
Mendelhall still in 
Japan? 

Great progress seems 
to be making in devel 
-oping the railroad 
system in Japan. 

How delightful it 
must be to be able to 
get almost to Asama 
-yama in a day. 

I suppose many & 
great changes have 
taken place since I 
left, —truly according to 
the original meaning of 
Taihen. 

We have had very 
bad weather here for 
a long time—warm & 
wet, I long for the 
bracing, invigorating air 
of Fujisan no uye. 

Will you please remem 
ber me to all my old 
friends—my pupils, that 
you are acquainted with, & 
with hearty wishes for your wel 
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-fare. 

I remain 

yours sincerely 

Montague Fenton 

Will you 
please give 
this note 
inclosed to 
Mr. Ishikawa. 


Letter No. 16 
(1884. 3. 16) 


S. John’s College 
Cambridge 
Mar 16th 
My dear Tanakatate 
I was considerably 
surprised & much 
grieved to hear 
of your father’s 
death by harakiri. 
I have a lively 
recollection of his 
kindness to me 
while staying with him 
during the pleasant 
summer vacations. 
Please convey my 
sympathy to your 
mother, grandfather & 
other relatives when you 
write to, or see, them. 
We have had a 
very mild winter. The 
thermometer is now above 
60°F. 
Have these peculiar 
sunsets occasioned by 
cosmic or else volcanic 
dust, been very noticeable 
in Nippon? They have 
been very brilliant here. 
How are my friends 
Messrs Kato, Hattori, Hamao? 
If you see them, will 
you kindly remember me to 
them, also to Mr. Mitsu 
kuri & Mr Ishikawa. 
I have to examine a 
large class of students in 
Biology tomorrow. It will 























明 ・ 松 田 真平 ・ 














remind me of my old 
work in Japan. 
There are only two Jap 
-anese students in Cambridge 
now. One of them, a Mr 
Suimatsu, I know very 
well. He is a pleasant 
fellow. 
I have heard very little 
about Japan lately. 
In a few days lam 

going to have a tour among 
the mountains of Cumberland 
for a month; I wish you 
were going with me. 

T remain 

Your sincere friend 

Montague A. Fenton 

I have no time to write to Ishikawa 
this time, but will soon. 


Letter No. 17 


122 Sinclair Rd. 
West Kensington Park 
London W 
Mar 18th 1888 
My dear Tanakatate 
I am very sorry 
you should have had 
so much trouble for 
nothing. You missed 
me only by a few hours. 
I had to go to Norwich 
to hold an examination. 
I have not yet received 
the letter you sent to 
Chiswick. The one you 
wrote at Cambridge was 
sent on to me by my 
landlady. 
If I had only known 
a little earlier on Sat. 
17th, I should have gone 
to see you at 88 King 
Henry's Rd. What is 
the full address in case 
you do not leave for 
Dundee on Monday? T 
do not know what part 
of London King Henry's Rd 
is. 


FITUS -METAR 


I should like to see 
you very much again. 

I expect you have altered 
a great deal in appearance. 
Many of my old pupils 
have come to see me since 

I returned from Japan. 

It is very good of them 
to remember me after 
such a long time. 

Hoping it will not 
be long before I see you. 

Iremain 
your sincere friend 
Montague A. Fenton 





Letter No. 18 
(probably 1890. 4. 14) 


20 Milton Rd. 
Cambridge 
Mon. Api. Lith 
Dear Tate 
I have been looking 
out for you half of 
Saturday & all Sunday. 
I write to tell you 
Ihave to go away today 
but shall be back 
about 8.15 pm. 
Try to look me up 
before you leave, I 
should be sorry not to 
see you. 
Yours in a hurry 
M. A. Fenton 





Letter No. 19 (Fig. 6) 


Thompson's Lane 
Cambridge 
June 1st /90 
My dear Tanakatate 
T have mislaid your 
last letter, so I do 
not know your private 
address. 
I wonder when I 
shall see you. I 
have been very unfor 
-tunate in being absent 


when you have come 
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to see me. 

I leave Cambridge on 
June 4th and I shall 
be at 122 Sinclair Rd. 
(Addison Rd. Station) 
West Kensington Park 
London W. 
on June 5th & 6th. 

I then go to Fairthorne, 
Kent Road, Southsea 
for a week or two. 

I am longing to go to 
Japan again, I should 
like to write to some one 
there connected with the 
Mombusho, in order to 
get some appointment in 
teaching. Will you be 
kind enough to suggest 
someone to whom I could 
make an application. 

The Officials I knew when 
I was in Japan (Mr Kato, 
Hattori, Hamao &c) I believe, 
have been moved to some 
other Department. Will 
you send me also the address 
as well as the name. 

Do you remember this letter 
you once wrote for me. 

MEA PARK TAY REE 

キタ ル 馬 ノ 切 手 ラ 此 ノ 方 へ 御 渡 
シ 下 サレ ル 度 有 ク 存 シル 


I very well remember the 
































shaking I received when riding 
for about 50 or 60 miles in 
the basha. 

Isaw Ishikawa for about 
1/2 hour when he was in 
London. 

I showed your pamphlets 
you had printed, to some of 
my friends who studied 
Electricity & they were very 
much interested in them. 

How long do you intend 
to stay in Glasgow? 

Hoping to see you before 
long. 

J remain 
yours very sincerely 
Montague A. Fenton 
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Letter No. 20 


122 Sinclair Rd. 
W. Kensington Park 
London W. 
Mar. 15th '91 
Dear Tanakatate 
I was glad to 
receive your letter. 
Ihope you will 
enjoy your tour through 
S. Germany &c. If 
you go into the Schwarz 
-wald by the railway 
that branches off from 


to Triberg &c 
Offenburg Ao by that which 


joins Freiburg (the Héllenthal 
Railway) to Titisee & work 
your way to Todtnau 
& through the Wehrathal 
A to Brennet (station on 
Railway to Constanz by 
the side of the Rhine) & 
then to Neuhausen where 
the Rheinfalls are, you 
will be reminded by 
the Pineclad hills & rocks 
of the same kind of 
scenery in Dai Nippon. 

I am going to visit 
the Bernese Alps during 
the Summer. 

I shall be in London 
at address at the head 
of this letter until April 
16th. Then after being in 
Norwich for a short 
time, I shall come to 
Cambridge for the term. 

You will find me 
after April 24th at 
20 Milton Rd., the same 
little house where you 
once paid me a fruit 
-less visit. Next time I 
hope you will be 
more succesful and J 
also, for I was very sorry 
to miss you before. The 
people you saw thought 
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you were a Japanese 
count so in order to 
sustain the illusion, I have 
given them your letter 
to post for me, with 
count on the envelope. 
I am trying to get a 
house outside Cambridge 
but it is difficult to find 
a suitable one. I shall be 
at this little place, where 
I cannot move without 
knocking over the tables, &c, it 
is so small, until I find 
a good house. There is no 
extra room, otherwise I would 
offer you one when you came. 
But perhaps there might 
be one found near here, where you 
could sleep & then come to no. 20 
for meals. There are several 
Japanese in Camb. but I do not 
know them. Your sincere friend 
M. A. Fenton 


Letter No. 21 


Sennen Cove 
Lands End 
Cornwall 
3rd of April '92 
My dear Tanakadate 
I have been wanting 
to write to you for a very 
long time, but Befer spat 
als gar nicht. My excuse is 
excess of work caused by 
a change in the Regulations 
made by the Committee of 
Council of Education. 
I have had to work in all 
my (otherwise) leisure time. 
Now, my work has been 
divided into two, one part 
being undertaken by a college 
friend of mine, who gradu- 
ated 4th mathematical 
‘wrangler’ at Cambridge. 
There is a short lull 
in my work, so that I 
have come here for a 
few days’ change. I got 
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your photograph from 
Glasgow, and I am 
much obliged to you for 
it. I think it is a very 
good one. My wife also 
says it is a good likeness. 
I gave your message to 
her and she now joins 
with me in kind remem 
brances to you. You 
must have been glad to 
return to your ‘Vaterland’ 
after such a long absence. 
Tt must have been very 
pleasant to meet friends 
again at Kudan. Please 
give my kind regards 
to all those whom I knew. 

I have been settled in 
my new house for some 
time now (since Sept. '91) 
and I have now plenty 
of room to move about 
and to put all my 
possessions in. If you 
come again to England 
you may make free of 
the house & stay as long 
as you like. When you 
wrote your letter, you were 
in the midst of your 
heat. It must have 
been especially pleasant 
travelling up North. Your 
grandfather was old, when 
Isaw him & that was 13 
or 14 years ago. You did 
not say how your brother 
Seijiro was or what he was 
doing. I sometimes long to see 
old Japan again. To hear the 
semi sing & to see the Hotaru 
flash at night. Even I would 
not mind hearing the hum of 


the Ka or smelling the Dokudami. 


Sennen Cove is a pleasant 
place. Gigantic cliffs of granite; 
caves and rocks; and the 
unbroken swell of the Atlan 
tic roaring in. I hope you 
did not get "Influenza" again. It 
was very bad in England and I 
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lost several friends through it. 
Please tell Ishikawa that I received 
the pamphlet on spermatogenesis & ovogenesis 
& thank him very much for it. It is a very 
interesting subject. I am very glad he has been 
promoted. 
Give him my 
congratulations. 
Where is Mitsu 
-kuri now? 
Good bye, or 
I should say Shikeye 
Ever yr. sincere 
friend. 
M. A. Fenton 


Letter No. 22 (Fig. 6) 


14 Boyd Street 

Victoria Canada B.C. 

2nd February 1924 
2584 Meiji or 13 Taisho. 
ls this correct? 


My dear Tanakadate 

Time seems to go 
very quickly. It does 
not seem like 20 years 
ago since your war 
with Russia or 33 
years since I received 
your last photograph 
(May 16th 1891) or when 
Icaught not much 
more than a glimpse 
of you when you 
were so much occupied 
by your visit to Ewing 
at Cambridge. 

I was much re 
-lieved to see that you 
had escaped the awful 
earthquake of Sept Ist. 

My married daughter 
who lives in San Francisco 
told me she thought she 
saw you leaving on the 
steamer “President Cleveland.” 

you 
She recognised A from your 
photograph, though you 
must have changed a 


『 村 和夫 ・ 小 竹 弘 則 


good deal in 33 years. 
Ireceived news that 
some of my old pupils 
met their death in that 
taihen oki-na jishin. 
I have not heard how 

or Fujitani 
Ishikawa Chiomatsu 4 have 
fared. Perhaps you can tell me. 

I have followed your 
career with great interest. 

Since seeing you at 
Cambridge, I have done 
some university lecturing 
and also have been 
H. M. Inspector of Technical 
Colleges & Schools for 
over 20 years. 

I have been in 
British Columbia for 
some time, but the 
big war in Europe 
quite destroyed my 
prospects here. I have 
had to sell my property 
near Victoria & have been 
staying here to super 
-intend the sale of it. 

Tam going to Cali 
-fornia in about two 
months. 

I should be much 
pleased to have a line 
or two from you when 
-ever you have a little 
spare time. 

I remember those 
pleasant times in 
Fukuoka when I saw 
your Father & Grandfather. 
Do you remember the 
‘sugaring’ for moths in 
the Tera wood at night 
when your mother so 
kindly made walnut 
cakes for our late supper, 
and do you remember 
our cold walk on New 
Year's Eve over Shiro-tai? 
Do you still “love 
Dokudami ( F 7 4 x y? 

But perhaps you have 
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forgotten the lesson in 

composition when each 

student had to come up 

to the blackboard to write 

a sentence & you wrote 

“Oh Dokudami, I love thee" 

in the old Eigo-gakko days. 
I had a letter from Prof. 

Morse who used to teach 

at the Daigakko, but I have 

not heard from him for 


M. A. Fenton が 








PEE 














some time. He reported 
himself as being “very old” 
so perhaps he has 
“Joined the big majority" 
by now. 
Are you interested in 
the construction of 
earthquake-proof buildings? 
It seems an extremely 
important consideration 
for Dai Nippon. 


に 宛て た 手紙 
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It has, hitherto, been a 
mild winter here. I am 
glad to see the snowdrops 
& primroses beginning to 
flower. 

With manay kind remem 
-brances, I remain your 
old friend. 

Montague A. Fenton 
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83) の 内 の 一 部 の 和訳 











[年 代 順 ]. 
(英文 監修 : 木下 線 一 郎 , 和 訳 : 松浦 明 ・ 松 田 真 平 ・ 中 村 和 夫 ・ 小 竹 応 則 ) 
手紙 1 どう か 3 時 まで に , 人 力 車 に り ま せん . 
積み 込む あな た の 荷物 を 持っ て 明日 の 朝 に 出 革 する こと は 人 不 


187547 H 14 日 
BUE SHAE 
私 は あな た の 住所 を 知り ませ 





















































ADT, 甲野 氏 が ご 親切 に も 私 
の 手紙 を あな た に 転送 し て くれ 
る と 約束 し て くれ まし た . 


私 は , あな た が 富士 山 を ぉ ふく 
め て 地方 を まわ る 私 の 旅 に 同行 
し て 下 き る 気持 ち が あ る か を 知 
り た い の で す . も し, その 気 が あ 

れ ば の 話 で す が , あな た は この 
旅行 の 費用 を 支払 わな く て も 良 
いで すし , 1 人 の イギリス 人 と 生 
の 会 話 を する [こと で , 英語 上 達 
の ] 良い 機会 に な る と 思い ます . 

あな た が , 例 の 試験 で トッ プ 
の 成績 を 収め た こと , そし て , そ 
の 結果 , 進級 する こと に な る こ 
と を お 知ら せ し ま す . あな た か 
ら の お 返事 が すぐ に 頂け る こと 
を 期待 し つつ . 

いつ も の よう に 真心 こめ て 
モン タ ギ ュ ・ フ ェ ン トン 




































































手紙 2 
三 番 町 8 番地 
1875 年 7 月 17 日 
親愛 な る 田中 舘 君 




















も し 首尾 よく 進行 する な ら , 
来週 月 曜 19 日 午前 3 時 に 富士 山 
に 向け て 出 発 し た いと 思い ます . 


















































来 て くだ さい . そう すれ ば 正確 
な 時 間 に 出 発 で きま すか ら 
モン タ ギ ュ ・ フ ェ ン トン 





















































手紙 4 
大 和 屋 敷 2 番 地 
東京 
1876 年 7 月 20 H 
prt 








私 は あす 21 日 に 私 の 旅券 が 








確実 に 入手 で きる 確約 を 得 まし 
7E. 

だ か ら , 高崎 まで の 2 枚 の 切 
符 を 今夜 購入 し て お いて くだ さ 
いま せん か . 

あす の 夕方 , 馬車 会 社 に 2 
の ボッ クス を 送 ete: 
"G3 076,22 日 朝 $ 時 に めがね 
橋 を 出発 する こと に な り ま す . 
4^ 088. 

モン タ ギ ュ ・ フ ェ ン トン 




































































手紙 5 
1876 年 7 月 21 日 
AURI ES 2 45 
東京 
Hp EE 

















申し 訳 な いこ と で す が , 私 の 
旅券 が まだ 入手 で き て いな いと 
いう こと を お 伝え し な けれ ば な 





可能 に な り ま し た の で , (予定 を 
1 日 延ばし て ) 23 H OSHS RIZ ES 
車 会 社 ま で 来 て で 下さ いま せん 
か . FRA OW, あな た は この アド 
レス の と ころ まで 来る 事 が で き 
ます か . 

私 は すでに , 馬車 会 社 の 人 々 
に 私 た ち が 22 日 に は 出発 で き 
な いと いう こと を 伝え て あり ま 
+. 

心 よ り 拘 意 を 表し な が ら 
モン タ ギ ュ ・ フ ェ ン トン 























手紙 6 
た か が わ ・ と う せ ん じ 
1876 年 10 月 17 日 
Lr 




















上 野 に , 貸し に 出 て いる 空家 
が ある と いう 情報 を 聞い た 事 は 
な いで すか ? 

私 は 九段 と 駿河 宮 付 近 を 探し 
て み ま し た が , 無駄 足 で し た . 
何 か 良 い 情報 が あれ ば , すぐ に 
知ら せ て くれ ませ ん か ? 

ask 0 SCR. 
モン タ ギ ュ ・ 













































































フェ ント ン 


手紙 8 


天神 山 
1877 年 11 月 12 日 
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BE CO) 様 

これ ら の 写真 の 1 枚 を あな た 
自身 の た め に 同封 し ます . 

あな た の 父上 宛 に この 水曜 
日 , この 写真 アル バム を お 送り 
する つも り で す . 

手数 を か け て 申し 訳 な い が , 
この それ ぞ れ の 写真 に , 場所 の 
名 前 を 記入 し て も らい た い の で 
す が . 

私 は 水曜 日 の 午後 2 時 30 分 , 
家 に 居る 予定 で す . 
訳詩 : アルバ ム に 貼る 写真 に , 
説明 等 を 書き こむ た め に , 私 の 
家 に 来 て 下さ いと いう 趣旨 の 手 
紙 ) 

tk OER LEASH, 

モン タ ギ ュ ・ フ ェ ン トン 
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手紙 11 











BITA RN 16 
1879 年 2 月 4 日 








8E (72°C) BR 
今日 の 午後 は 会 えな く て ! 
訳 な か っ た だ です. 
あな た が 話 に 出し て いた 生徒 
に つい て は , 私 に は 全然 空き 時 
間 が な いた め , 採用 し な いこ と 
に 決め まし た . 私 は 推薦 の た め , 
あな た に 感謝 し て いま す . 
私 は 今日 は 少し 気分 が 悪く , 
ひど い 頭 痛 が し , の ど が ヒ リ ヒ 
リ 痛 ん で いま す . 
] 舎 へ 楽し い 旅 行 を すれ ば 回 
復 す る で し ょ う . 東京 は 私 の か 
ら だ に 合い ませ ん . 

あな た は 今 試験 の 準備 に 忙し 
い だ ろ うと 思い ます . 私 は あな 
た が 何 点 と れる か 知り た いも の 
up 

さよ な ら 

モン タ ギ ュ ・ 























































































































フェ ント ン 


手紙 14 





ドン カス ター 

イン グラ ンド 

1881 年 5 月 1 日 
DIXI 

BARONE CIS 2 RE 
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山 付近 で の 実験 や , 音 の 速度 の 
測定 に 関し て 東京 で 行わ れ た 実 
験 の 報告 書 が 含ま れ た この 興味 
深い 手紙 を 私 に 送っ て くれ て と 
て も うれ し く 思 っ て いま す . 
東京 大 学 で 出版 され る 紀要 
(メモ ワー ル ) の 中 で , いつ か そ 
れ を 読む 事 が で きる 時 を 楽し み 
に 待つ つも り で す . 

私 は , 35 7e Tz OO EOD PLEAS, 
東京 で 勉強 し て いる こと を , 良 
ぃ い 事 だ と 思い まし た . 

彼 は 誰 と いっ し ょ に 住ん で い 
る の で し ょ うか ? 

私 は 理学 部 で の あな た の 上 達 
ぶり を 聞い て と て も うれ し く 思 
いま し た . 

私 は 思う の で す が , あな た の 
言う 旅 の 仕方 に し た が えば |e 
ERI を 払う 必要 が な いと いう 
点 で 誠に 結 棋 な こと で す . 

あな た が 北の方 の 家族 に 手紙 
を 書く 時 , あな た の お 父様 や お 
じ さ ま , 祖父 様 な を ど に も よろ し 
く 伝 えて 下さ きい. そして, POM 
へ の 私 の 楽し い 訪 問 が , あ た か 
も それ が わずか 一 日 前 に お こっ 
ここ と で ある か の よう に あり あ 
り と 私 に は 思い 出 き れる こと も 
伝え て 下さ い . 

| よ ぼ じ GREI] の あな た の 

親戚 の 人 に よろ し く お 伝 え 下 き 
vi. 私 を 心から 歓待 し て くれ た だ 
の で すか ら . 
日 本 で は さま ざま な 症 農 場 
は , 経営 が な り 立 っ て いる の で 
し ょ よう が . それら は うま くい っ 
て いる の で し ょ うか . 

時 間 が あま りあ り ま せん の で , 
この よう な 短い 手紙 に な っ て し 
まっ て 申し 訳 あ り ま せん が , 私 
が あな た に 深い 鬼 意 を 持っ て い 
る こと を 信じ て ほし いと 思い ま 
4d 



















































































































































































モン タ ギ ュ ・ フ ェ ン トン 


手紙 15 

(封筒 の 消印 (スタ ンプ ) より 
1883 年 11 月 26 日 に 書か れ た 手 
紙 で ある こと が 判明 ) 





























田 真平 ・ 中 村 和 夫 ・ 小 性 弥 則 


サセックス ・ ス トリ ー ト 12 番地 
ケン ブリ ッ ジ 
11 月 26 日 




















RET AMEE 

お 手紙 か ら , 私 が 忘れ られ て 
いな いこ と が わか り , と て も う 
れ し く 思い ます . 

こと わざ に | 視界 か ら 消 えれ 
ば , 心から 消え る (去る 者 は 日 々 
に 疎 し )|」 と いう の が あり ます 
が , この 場合 に は 当て は ま ら な 
WwW, と いう わけ で す . 

私 は あな た の お じき ん の 死 を 
お 聞き し て , 非常 に 悲し く 思 い 
まし た . 彼 は どう し て 亡くな っ 
た の で すか 3 

彼 が 亡くな っ て し まっ た た 今 , 















































だ れ が 半 の 世話 を する の で し ょ 
うか . 
あな た が 福岡 に 手紙 を 書く 時 , 





どう か あな た の ご 両親 と ご 祖父 
へ よろ し く お 伝 え 下 きい . わた 
し は し ば し ば , 私 を も て な し て 
下さ っ た 楽し い 訪問 の 時 の こと 
を 思い 出し て いま す . 

あな た は も ちろ ん 覚え て いる 
で し ょ う , 墓地 の 雑木 林 の 中 で , 
ほとん どど 毎夜 の 夜間 作業 と も い 
える 糖蜜 採集 の こと , そし て 12 
時 頃 家 へ た どり つき , HETE, 
砂糖 か クル ミ の 菓子 で 夜食 を 食 
べた こと , そし て 次 の 日 , 寺 の 近 
く の 書 庫 に だ た くさ ん の 椅子 を 運 
び 込 ん で , 我々 の 獲物 を 整理 GER 
注 : これ は , 採集 品 を 昆虫 針 に 刺 
し た り 展 足し た りす る 仕事 の こ 
と ) し た こと を ・・… こん な に ス 
ピー ディ ー に 家 に た どり つく こ 
と が で きる な ん て , な ん と , 便利 
な こと で し ょ う . あ な た か ら , あ 
な た の 物理 学 が いか に は か どっ 
て いる か , あな た が 何 を 日 指し 
て いる の か , まだ 聞い て いま せ 
ん で し た . メン デ ン ホー ル 博 士 
は まだ 日 本 に いま すか 3? 

日 本 の 鉄道 綱 は 現在 発展 し て 
いる 途上 の よう に 思え ます . 
浅間 山 付近 まで , 1 日 で た どり 
つけ る よう に な っ た だ たら すばらし 
いこ と に ちがい あり ませ ん . 

私 が 日 本 を 去っ て か ら , 多く 
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の 大 き な 変 化 が 起こ っ た こと と 
EWL ESTAS, それ は , (日 本 語 
の ) | 大 変 ] と いう 言葉 の 本 来 
の 意味 の 通り です. 

私 の 住む この 辺 で は , RPS 
湿っ た , ETABWREDF o 
と 長く 続い て いま す . 私 は 富士 
WOLD, すがすがしい 元気 づ 
け て くれ る 空気 に 憧れ ます . 
全て の 私 の 古い 友人 達 と , あ 
な た が 知っ て いる 私 の 生徒 た ち 
へ , よろ し く 伝 えて お いて 下さ 
い , あな た の 人 辛 福 を 強く 願う 私 
の 気持 ち を こめ て . 

敬具 
モン タダ ギュ ・ ブ フェ ント ン 

石川 様 へ の 短い 書 信 を 同封 し 

た の で , 彼 に 渡し て お いて 下さ きい 
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手紙 16 

(封筒 の 消印 (スタ ンプ ) より 
1884 年 3 月 16 日 に 書か れ た 手 
紙 で ある こと が 判明 ) 























セイ ント ・ ジ ョ ー ン ズ ・ カ レッ ジ 
ケン プ ブリッジ 


3 月 16 


























親愛 な る 田中 舘 君 
私 は , あな た の 父上 が 切腹 ( ハ 
ラキ リ ) に よっ て , 亡くな られ た 
と いう こと を 開い て , KEES 
き と 悲 嘆 を 感じ まし た . 

楽し い 夏 の 休暇 の 間 に , 彼 の 
家 に 泊め て も ら っ た と き 受 けた 
私 へ の 親切 を は っ きり と お ぼ え 
て いま す . 

あな た が , ROBA 
や , その 他 の 親戚 の 人 た ち に 手 
紙 を 書い た り 会 っ た りす る 折 が 
あれ ば , 私 の 同情 の 念 を . どう か 
伝え て 下さい . 

今年 は 大 変 暖か い 冬 で , 温度 
計 も 今 は 華氏 60* (=16°C) を 越え 
て いま す . 
FHES L < id, ID BENZ X 
っ て 引き 起こ され た 特殊 な 日 没 
は , BA CILSER CERE ork 
で し ょ うか ? こ こ イ ギリ ス で は 
大 変 見 事 な 久 焼け で す . 

私 の 友人 た ち で ある 加藤 氏 , 
服部 氏 , 浜 尾 氏 は どう し て いる 




































































M. A. Fenton が 























で し ょ うか . 

も し あな た が , 彼ら と 会 っ た 

D, どう か よろ し く 伝 えて で くだ 
Sw. 
箕作 氏 や 石川 氏 に も , どう か 
EAL, 
私 は 明日 , 生物 学 を と っ て い 
る 大 勢 の 学生 達 に 試験 を し な け 
れ ば な り ま せん . それ は , 日 本 で 
昔 私 が し て いた 仕事 を 思い 出 き 
TAC 54-4 

ケン ブリ ッ ジ に は 今日 本 人 学 
生 が た っ た 2 人 し か いま せん . 

その うち の 1 人 は , スイ マツ 
(末松 E E vv, 私 は 良く 知っ 
て いま す . 彼 は 気 が お け な い 人 
TF. 

私 は 最近 の 日 本 の 様子 を ほ と 
ん ど 知 り ま せん . 

数 日 後に . カン バー ラン ド 山 
地 へ 1 カ月 旅行 に 行く つも り で 
T. 私 は あな た が 私 と いっ し ょ 
に いっ て くれ た だ た ら 良 い の に と 思 
いま す . 













































































敬具 
あな た の 誠実 な 友 
に e ess 
私 は 今回 石川 に 手紙 を 書く 時 
間 が な い の で す が , また すぐ 書 
くつ も り で す . 
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トン プ ソ ン レ ー ン 
ケン ブリ ッ ジ 














親愛 な る 田中 舘 君 , 
[省略 ] 

私 は 日 本 へ も う 一 度 行き た い 
と 熱望 し て いま す . 何 が し か の 
教職 を 得る た め に 文部 省 と コネ 
クシ ョ ン を 持っ て いる 誰か に 手 
紙 を 書き た い の で す が , 誠に す 
まな い が , 私 が 求職 の 願書 を 書 

く の に 適し た 人 物 を 紹介 し て く 
れ ま せん みか? 

私 が 日 本 に いた 頃 に 知っ て い 
た 役人 た ち (加藤 氏 , 服部 氏 , GE 
尾 氏 な ど ) は きっ と 列 の 部 署 に 
移っ て し まっ た で し ょ う . その 
人 人物 の 名 前 は も る ちろ ん 住所 も 私 
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に 知ら せ て も ら え な いで し ょ う 
Ap? 
か つて あな た が わた し の た め ぬ め 
に 書い た この 手紙 を 覚え て いま 
すか ? 















































| 昨 晩 田中 舘 ト 云 ウ 人 ノ 買 ヒ 
置 キ タル 馬 ノ 切手 ラ 此 ノ 
方 へ 御 渡 シ ト サ レ 度 ク 
tev Ib | 


馬車 に 乗っ て 50-60 マイ ル 行 
っ た と き の ガ が ガタ 揺れ を , 私 は と 
て も よく 覚え て いま す . 

私 は 石川 君 が ロ ンド ン に いた 
と き , 30 分 ほど 会 いま し た . 
私 は あな た が 印刷 し た あな た 
の パン フレ ッ ト を 電気 工学 を 勉 
強し た 私 の 友人 の 何人 か に 見 せ 
まし た ら , 彼ら は も の すご く 興 
味 を 持っ て くれ まし た . 

グラ スゴ ー に は どの くら い の 
期間 洋 在 する つも りな の で すず す 
か ? 

近日 中 に 会 える 事 を 期待 し て 
いま す . 









































yk 0 CB. 
モン タ ギ ュ A. フェ ント ン 
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シン クレ アー ロー ド 122 番 地 
ウエ スト ・ ケ ンジ ント ン パー ク 
ロン ドン 西区 
1891 年 3 月 15 日 
親愛 な る 田中 館 君 , 
手紙 を も ら え て うれ し か っ た 
CT. 
南 ド イツ 方 面 な どの 旅行 を あ 
な た が 楽し む 事 を 期待 し て いま 
す 


















































も し あな た が オフ ェ ン ブル グ 
か ら 分 岐 し て トリ ベル グ 方 面 
行く 鉄道 か , フラ イブ ル グ で 合 
流し て (ヘー レン ター ル 鉄 道 ) テ 
ィ テ ィ ゼ ー ま で 行く 鉄道 に 乗っ 
て シュ ワル ツバ ルト (黒森 ) の 中 
まで 入っ て 行き , さら に 苦労 し 
な が ら ト トナ ウ へ 達し て か ら , 
ベラ ター ル を 通っ て ブレ ネッ ト 
(ライ ン 川 の そば に ある コン ス 
タン ツ へ 行く 鉄道 の 駅 ) へ すす 
A, その あと ライ ン の 滝 の あ る 
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ノイ ハウ ゼン まで た どり つく と 
し た ら , パイ ンタ クラッド の 丘 と 
知 は 君 に , 大 日 本 の 同じ よう な 
筑 景 を 思い 起こ きせ る で し ょ う . 

私 は この 夏 の 期間 に ベル ネー 
ゼア ルプ ス を 旅行 する つも り で 
す 
冒頭 の ロン ドン の アド レス に 
私 は 4 月 16 日 まで 居る 予定 で 
す . その あと ノー ウィ イッチ に 少 
し の 間 居 て か ら , その 期間 に 私 
は ケン プ ブリッ ジ へ 来 ら れる で し 
よう . 

4 月 24 日 以後 ., あな た は 
トン ロー ド 20 番 地 で 私 に 
Gb まつ ュ 
ミル トン ロー ド 20 番 地 は , あな 
だ が か つて 実り の な い 訪 問 を し 
た あの 小さき な 同じ 家 で す . 

次 回 は あな た が そし て 私 も ま 
た , こん な こと に な ら な いよ う 
に 願っ て いま す . 以前 は あな た 

会 えさ な く て 本 当 に 申し 訳 な か 
っ た の で . あな た だ が 会 っ た 人 々 
は , あな た の 事 を , 日 本 の 伯 島 だ 
と 信じ て いた の で , 彼ら の 思い 
違い を その まま に し て お く た め 
に , 私 に 出し て くれ た あな た の 
手紙 を , 封筒 の 上 に 伯爵 と 書い 
T, 彼ら に あげ まし た . 

私 は ケン ブリ ッ ジ の 街 の 外側 
に 家 を 持つ こと を 計画 中 で す . 
し か し な か な か 気に入っ た も の 
を 見 つけ る 事 が 難し いで す . 
[省略 ] 
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セン ネン コー ブ 
ラン ズ ・ エ ンド 
コー ン ウ ォ ー ル 州 
1892 年 4 月 3 日 
親愛 な る 田中 館 君 , 
非常 に 長い 間 , あな た に 手 * 
を 書き た いと 思っ て いま し た . 
し か し , 「 来 な いよ り は 遅れ 
て で も 来る 方 が 良い | と いう こ 
どなり まま した: 
弁解 に な り ま す が , 教育 評議 
会 委員 会 に よっ て つく られ た 規 
則 が 変わ っ た た め に 過度 の 仕事 
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明 ・ 松 田 真平 ・ 











を し な けれ ば な ら な く な っ た の 
cae 

私 は 一 こん な こと に な ら な け 
れ ば 一 自分 の ひま な 時 間 で あっ 
た 乏 の 時 間 に も ずっ と 働か な け 
れ ば な ら な い 激 目 に な っ て し ま 
いま し た . 

今 私 の 仕事 は 2 つ に 分 か れ て 
いた の で す が , その 1 つ は 今 ケ 
ン ブ リ ッ ジ 大 学 の 数 学卒 業 試験 
1 級 合 格 者 で ある 私 の 大 学 時 代 
の 友人 が 引き 受け て くれ て いま 
Y 

















よう や く 仕 事 が 一 段落 し た の 
で , 数 日 の 気分 転換 の た め に こ 
こ へ や っ て 来 ま し た . 

私 は あな た が グラ スゴ ー か ら 
送っ て くれ た 写真 を 受け 取り ま 
wae 

その 写真 の 事 で は あな た に 心 
か ら お 礼 を 言い ます . 私 は これ 
は な か な か 良い も の だ と 思い ま 
す 






























































私 の 妻 も る この 写真 は あな た ら 
し い 感 じ が よく 出 て いる と 言っ 
て いま す . 私 は あな た の メッ セ 
ー ジ を 彼女 に 与え まし た . 彼女 
は 今 あ な た に くれ ぐれ も よろ し 
く 伝 えて 下さ いと 言っ て いま す . 
あな た は これ は ほど の 長い 外国 
滝 在 の 後に 自分 の 祖国 へ 帰れ て 
うれ し か っ た に 違い あり ませ ん . 
九段 で , 再び 友達 に 会 えて と 
で も な つか し か っ た だ た だ でしょ う 。 
私 が 知り あっ た 全て の 人 々 
に , どう か よろ し く 言 っ て は し 
いで す . 
私 は 今 し ば らく (1891 年 9 月 
以来 ) 私 の 新しい 住居 に 落ち 着 
きま し た . そし て 私 は 今 , SHS 
ち 動 き 回 り , 全て の 私 の 荷物 が 
に 置け る だ け の 空間 が た っ ぷ 
りあ り ま す . も し あな た が イン 
グラ ンド へ 再び 来る な ら , この 
家 を 自由 に 使っ て , 居 た い だ け 
そこ に いて くれ た だ た ら よ ろ し い . 
(中 略 ) 
私 は 時 々 昔 の 日 本 に ぜひ 再び 巡 
り 会 いた いと 願っ て いま す . 
セミ の 鳴き 声 を 聞き , 夜 に ホ 
タル が また た く の も ぜひ 見 た 




















































































































AFHIR -APTARI 


v. ROWE Cheb, それ 
か ら ド クダ ミ の 匂い を か ぐ こ と 
さえ 気 に な ら な いで し ょ う . 
セン ネン コー ブ は 楽し いと こ 
ろ で す . 花 周 石 の 巨大 な 崖 や , M 
Ree, 大 西洋 の 波 の と どろ る き 
の た えま な い 高 まり . 

私 は あな た が 再び イン フル エ 
ン ザ に か か ら な か っ た こと を 祈 
り ま す . 
この 病気 は イン グラ ンド で は 
な か な か 性 (たち ) の 悪い も の 
で , 私 は 何人 か の 友達 を それ で 
人 くに まま も 

右 川 者 に 言っ て ほし い の で す 
D, 送っ て くれ た 精子 形成 と 卵 
形成 の パンフレット を ちゃ ん 
と 受け 取り まし た し , それ に つ 
いて 深く 感謝 し て いる と . 

それ は と て も お も し ろ い 主題 
で すし , 彼 が 昇任 し た こと を と 
て も うれ し く 思 いま す . 

彼 に 私 の お 祝 の 言葉 を 伝え て 
下さ い . 

箕作 氏 は 今 ど こ に いる の で し 
ょ うか ? 

グッ パ バイ, いや , [Eir] と 
(日 本 語 で ) 言い まし ょ う . 
永遠 に あな た の 親愛 な る 友 

M.A. フェ ント ン 
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カナ ダ 
ヴ ダリ テイ ッシュ ロロ ンド ビア 州 
p qr 
ボイド 通り 14 番地 
1924 年 2 月 2 日 
「 明 治 (皇紀 ) 2584 年 ある い は 
大 正 13 年 これ で いい で すか ? 

親愛 な る 田中 舘 君 





時 は 実に 速く 過ぎ 去っ て ゆく 
よう に 感じ られ ます . 日 本 が ロ 
LY CMe RL CRS GR 
Hk: ARERR 1904-1905) 20 年 が 
経過 し , あな た の 最後 の 写真 を 
1891 年 $ 月 16 日 に 受け 取っ た り , 
ある い は ケン ブリ ッ ジ の ユー イ 
ング 氏 と 会 う の に あな た が 大 忙 
し だ っ た 時 に , あな た の 姿 を ち 
ら っ と お 見 掛け し た り し た 年 
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M. A. Fenton が 田 


(訳注 : 1891 年 ) か ら 33 年 が 経っ 
て いる と は , と て も 思え な い の 
で すず. 

あな た が 9 月 1 日 の お そろ し 
い 地 震 (訳注 : 関東 大 震 災 =1923 
年 ) の 被害 に 遭わ ず に 済ん だ こ 
と を 知り , 本 当 に 胸 を な で 下ろ 
し まち も た 。 - 

サン フラ ン シ ス コ に いる 私 の 
結婚 し て いる 娘 は 「 タ リー ブラ 
ンド 大 統領 」 号 と いう 汽船 に あ 
な た が 乗り 込ん で 岸壁 を 離れ て 
いく の を 見 か けた よう に 思う と 
言っ て いま し た . 33 年 も 経つ と , 
あな た も ずい ぶん 変ら ちら れ た で し 
ょ う が , あな た の 写真 か ら あ な 
た で ある こと が わか っ た と いう 
わけ で す . 私 が 昔 教え た 生徒 た 
ちの 中 に は | 大 変 大 き な 地 震 ] 

で 命 を 落と し た 人 も いる と いう 
報 に 接し まし た . 

石川 千代 松 君 , BB BEC 
し て いる か 聞い て いま せん が , 
あな た な ら そ の 消息 を 教え を てい 
た だ ける で し ょ う ね . 私 は あな 
た の 履歴 を と て も 興味 深く た ど 
り ま し た . 

ケン ブリ ッ ジ で あな た に お 目 
に か か っ て 以来 , 私 は 大 学 で 詩 
義 を 受け 持ち , 20 年 間 定 時 制 実 
務 学 校 や その 他 の 学校 で 勅命 の 
視 学 官 を 勤め て きま し た . 

私 は , し ば らく の 間 , ブリ ティ 





































































































ッシュ コロ ン ビ ア 州 に 滞在 し て 
いま す . ヨー ロッ パ の 大 戦争 (= 
第 一 次 世界 大 戦 ) で , 私 の ここ 
Cane ORARIE 

全 に 破壊 され て し まい まし た . 
DocHORTUTEOuCO 
ある 私 の 資産 を 売る 必要 が あ 
り , その 販売 管理 の た め に , ここ 
こし ば らく 滞在 し て いる と いう 
訳 で す . 私 は 約 2 ヵ 月 以内 に , カ 
リフ ォ ル ニア へ 行く 予定 に な っ 
て いま す . QE: これ は 大 戦後 に 
起き た 激しい イン フレ の た め , 
masc e 
が 大 幅 に 下落 し , 紙 悦 同然 に 
adus odi 
Fenton 自身 の 見 通し の 失敗 , も 
し く は 不正 や 過失 を 表し て いる 
の で は な い .) 

あな た が お 暇 な 折 , 私 に 短い 
お 便り で も 頂け れ ば 大 変 う れ し 
く 思い ます . 

私 は あな た の お 父 さ ま , お じ 
いさ ま に お 目 に か か っ た 福岡 で 
の 楽し か っ た 頃 を 思い 浮か べ ま 
T. あな た の お 母 様 が 遅い 夕食 
に と 心 を こめ て クル ミ 菓 子 を 作 
っ て 下さ っ た 夜 , FORCRE 
ODOR Be RIE CL 
リジン ジグ) し た こと を 憶え て いま 
すか . KiB OF, 寒さ の 中 , シ 
ロタ イ (地名) を 歩い た こと を 憎 
えて いま すか . あな た は 今 で も 
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| ドク ダミ 」 が 大 好き な の で し 
ょ うか . 昔 の 英語 学校 時 代 , 学生 
が 1 人 ずつ 黒板 に 出 て き て 英文 
を 書か な けれ ば な ら な い 英 作文 
の 授業 で , あな た は 「 お お F 
クダ ミ よ われ 液 を 愛す | と 書 
いた こと を も う 忘 れ て し まっ な た 
こと で し じょう ね : 

大 学校 で 教え て いた モー ス 教 
授 か ら 手紙 を も ら っ た こと が あ 
り ま す が , し ば らく 便り が あり 
ませ ん . ずい ぶん 年 老い て し ま 
っ た と 書い て いま し た か ら , ひ 
ょ っ と する と , も うこ の 世 の 人 
で は な いか も し れ ま せん . [訳注 : 
E. モース は 1924 年 3 A, 83 2E El 

耐震 建造 物 を つく る こと に 興 
味 が お あり で すか . 

この こと に 心配 りす る こと は 
[大 日 本 | に と っ て 極め て 大 切 
な こと の よう に 思わ れ ま す . 

“Suh Cl TILE CHRP ORA 
の 日 が 続い て いま す . うれ し い 
LIIS REST 
ソウ が 花 を 咲か みせ は じ め て いま 
す . 

心 を は の ぼ の と させ る な た くき 
ん の 思い 出 に ひ た り つつ 

いつ まで も 昔ながら の 友達 で 
あり 続け る モン タ ギ ュ ・A・ フ 
ェ ン トン より 
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Summary 


1. M. A. Fenton was a foreigner employed as an English teacher, arrived in Japan in 1874. He was an active 
entomologist, and found many new species of Japanese butterflies and moths. Many letters sent from Fenton 
to his student, A. Tanakadate were kept by Tanakadate’s great-grandson, and are now shown for the first time. 
Thirteen letters were written during Fenton’s six years stay in Japan and nine after he left Japan. These letters 
contain important information about Fenton and vividly portray his gentle personality. 


2. A close relationship between Fenton and Tanakadate can be deduced from the letters. Friendship between 
them was not a mere teacher-student relationship. Fenton greatly influenced the development of young 
Tanakadate and Tanakadate also greatly respected Fenton. Fenton loved Japanese nature, people, and their 
kind hospitality, especially in the hometown of Tanakadate, Fukuoka (Iwate Pref.), which they visited during 
an insect survey expedition. 


3. Fenton treated Tanakadate in a friendly, polite manner, never as an inferior. Fenton trusied Tanakadate 
among his many students, and invited him to accompany the expedition to search for insects, offering financial 
support. Tanakadate willingly accepted the offer as a good opportunity for training in English conversation. 


4. The letters set out the hitherto unknown time schedule and travel methods they used to start expeditions 
from Tokyo. It helps to estimate accurately the capturing site of Coenonympha. At Fukuoka, Fenton tried 
sugaring a trap to collect insects at night time. Good old memories of the event deeply impressed him 
through his life. 


5. Fenton’s capability in the Japanese language can be inferred from expressions which appear in the letters. 
In the letters, he sometimes used Japanese words in R6mazi but never composed sentences using them. 
Probably he could not speak Japanese. 


6. Tanakadate kept Fenton’s letters in a special envelope separated from his other letters, reflecting 
Tanakadate’s particular interests and feelings towards Fenton. 


7. Fenton’s life, from birth to death, will appear in a succeeding paper (in preparation). 
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